2013年第5回西多摩支部くりくり大会本線出場決定戦
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羽村市少年野球連盟
大会実施要項

試合運営及びルールについて
1． 　　本大会規則は、2013年公認野球規則による。

2． 　　本大会は、参加6チームのトーナメント戦で本線出場チームを決定する。

3． 　　試合は7回戦とし、1時間30分を過ぎて新しいインニングへ入らないこととする。

4． 　　得点差によるコールドゲームは、4回終了時10点、5回終了時7点差とする。

なお、決勝戦のみコールドゲームは適用せず、時間と回数を優先する。
5． 　　試合球は、大会ホストの連盟がトップボールC球を用意し使用する。

6． 　　降雨、日没による正式試合の成立は、4回完了時とする。

7． 　　7回または、時間切れ同点の場合は、延長戦を行なわず、特別ルールにて勝敗を
決定する。

★特別ルール

試合終了後の継続メンバーで、監督の選択により打順を決定しノーアウト満塁の状態で試合を行ない、得点の多い方を勝者とする。
走者は、打者の前位の打順選手からとする。その際の選手交代は可能とする。

決着がつくまで繰り返し同じ状況で行なう、サドンデス方式を採用する。
8． 　　選手は、試合30分前に集合しメンバー表を各面の役員へ3部提出する。

9． 　　ベンチは、組み合わせ番号の若い順を1塁側とし、先攻後攻は主将同士のじゃん

けんにて決める。

10． 抗議できる者は、監督と当該プレーヤーのみとする。

11． けが等のアクシデントは各チームの責任により処理してください。

12． １、3塁側のファールゾーンについて、

　　　　ファールボールデッドゾーンはロープ方式とします。
（但し球場設定の場合は、このルールは適用しません。）
1 デッドゾーンをまたぎ、スタンディング状態で捕球した場合は、インプレイで次の動作に入ります。
＊ファールキャッチによりバッターアウト但しランナーがいた場合は、タッチアッププレイが成立します。

　　②　デッドゾーンをまたぎ、スライディング状態で捕球した場合は、キャッチアウト後ボールデッドとなります。
＊この場合ランナーがいるときには、テークワンベースが与えられる。

　　③　障害物等がある場合は、審判の早いコールにより危険回避を行なうこと。
１３．　各試合終了後、グランド整備は、勝者チームにてお願い致します。
１４．　チーム等のゴミは必ず持ち帰り願います。
１５、　駐車場問題があらゆる所で発生しています。応援含めて乗り合いで、来場
　　　　頂きます様、御協力をお願いします。

１６、　試合会場は、ホスト支部羽村にて用意を致しますが、都合により、調整が必要

　　　　な場合は、各支部の協力をお願い致します。

審判当番

審判は、該当試合を各支部に御願いを致します、ご協力をお願いします。
1． 審判の集合は、試合開始の30分前とします。

2． 審判服は、各支部で指定された物を着用して下さい。

優勝決定戦は、羽村支部にて行う事とします。
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